
 

 

 

1.エルデカルシトールカプセル「ｻﾜｲ」0.5μｇ・0.75μｇ【 薬 価 】 0.5μｇ；10.6円、 0.75μｇ；15.4円 

【 効能・効果 】 骨粗鬆症 

【 用法・用量 】通常、成人には 1日 1回0.75μgを投与 

ただし、症状により適宜 1日 1回0.5μgに減量 

【 用法及び用量に関連する注意 】 

高カルシウム血症には注意、定期的な血清カルシウム値の測定が必要 

 

2.レキサルティOD錠 0.5mg（大塚製薬） 【 薬 価 】 109.4円 

【 組 成 】 ブレクスピプラゾール 0.5mg 

【 効能・効果 】○統合失調症   

○うつ病・うつ状態（既存治療で十分な効果が認められない場合に限る） 

○アルツハイマー型認知症に伴う焦燥感、易刺激性、興奮に起因する、過活動又は攻撃的言動 

【 用法・用量 】 

〈統合失調症〉 

通常、成人には 1日 1回 1mgから投与を開始した後、4日以上の間隔をあけて増量し、1日 1回2mgを経口投与 

〈うつ病・うつ状態（既存治療で十分な効果が認められない場合に限る）〉 

通常、成人には1日1回1mgを経口投与する。なお、忍容性に問題がなく、十分な効果が認められない場合に限り、

1日量 2mgに増量することができる 

〈アルツハイマー型認知症に伴う焦燥感、易刺激性、興奮に起因する、過活動又は攻撃的言動〉 

通常、成人には 1日 1回 0.5mgから投与を開始した後、1週間以上の間隔をあけて増量し、1日 1回 1mgを経口

投与する。なお、忍容性に問題がなく、十分な効果が認められない場合に限り、1 日 1 回 2mg に増量することがで

きるが、増量は 1週間以上の間隔をあけて行うこと 

 

3.プラリアHI皮下注 60mgシリンジ 0.5ｍL（第一三共） 【 薬 価 】 24,466円 

【 組 成 】 デノスマブ 60mg/0.5ｍL 

【 効能・効果 】 〇 骨粗鬆症     〇 関節リウマチに伴う骨びらんの進行抑制 

【 用法・用量 】 

〈骨粗鬆症〉 

通常、成人には 60mgを 6 ヵ月に 1回、皮下投与する 

〈関節リウマチに伴う骨びらんの進行抑制〉 

通常、成人には 60mgを 6 ヵ月に 1回、皮下投与する。なお、6 ヵ月に 1回の投与においても、 

骨びらんの進行が認められる場合には、3 ヵ月に 1回、皮下投与することができる 
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今回の内容は… 

１. 新規採用薬紹介  

～エルデカルシトール・レキサルティ・プラリア～ 

２.ワクチンについて 

 

 

 
１．新規採用薬紹介 

 

 

効果は変わらず、液量

1ｍL から 0.5ｍL へ！

値段もそのまま！ 

腎機能低下の患者さんでは、アルファカルシドールと

比較し高Ｃａ血症のリスクが高いため注意が必要！ 



ワクチンって種類も色々あるし、それぞれの接種間隔や、同時に接種できるのか・・・

など、いつもワクチンを打つ時にわからなくなってしまいます。 

 

 

 

なるほど、わかりました！ところで、細胞性免疫と液性免疫ってなんでしたっけ。 

 

実は、接種間隔はとてもシンプルなんですよ。まずはワクチンの種類からみていきましょう！ 

実際に接種をする際には生ワクチン（注射）とそれ以外、と考えます。 

★生ワクチン後に打つ、次の生ワクチンだけは 27日以上の間隔をあける 

★同じ種類のワクチンを複数回接種する場合は、ワクチンごとに決められた間隔を守る 

★その他の組み合わせ（生→不活化、不活化→生など）は制限なし 

★当院採用のワクチンは（主治医の判断で）すべて同時接種可能 

 

同時接種はメリットが多いですが、接種した際に出た副作用がどのワクチンによるものかが 

わかりにくくなるというデメリットもあるため、あくまで主治医の判断となります。 

液性免疫は感染が成立する前に働く（抗体による）免疫、細胞性免疫は感染した後に働く（感染し 

た細胞を排除する）免疫です。細胞性免疫は測定が難しく、ガイドラインにある抗体価は液性免疫 

を見ています。なので、生ワクチンは接種したのに抗体価が上がらなかった、という方も細胞性 

免疫は上がっていることが考えられるため、接種が無駄だったということは決してありません。 

 

 

 

 

 

 

予防接種に関する 2026年 4月現在の接種方法やよくある質問についてまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 生ワクチン 不活化ワクチン トキソイド ｍRNA 

院内で取り扱いの

あるワクチン 

（赤：原則職員の

み対象） 

おたふく・麻疹・ 

風疹・水痘 

インフルエンザ・B型

肝炎・肺炎球菌（プレ

ベナー20）・帯状疱

疹（シングリックス） 

破傷風トキソイド コロナ（コミナテ

ィ） 

接種不適当者 発熱や急性疾患、 

アレルギー歴あり、

妊婦、免疫不全者 

発熱や急性疾患、 

アレルギー歴あり 

発熱や急性疾患、

アレルギー歴あり 

発熱や急性疾患、

アレルギー歴あり 

細胞性免疫 ○ △ △ ○ 

液性免疫 ○ ○ ○ ○ 

同時接種 可 可 可 可 

接種間隔 生ワクチン同士は

27日以上間隔をあ

ける 

制限なし 制限なし 制限なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望・ご質問等ありましたら、お気軽に薬局 PHS（631/632）までお電話ください＊ 

2.ワクチンQ＆A 
 


